



Stamped Mortaria in the Roman Empire
Shigeharu OGINO
All coarse ware mortaria are less common in many parts of the Roman Empire than might be 
expected. Mortaria are bowl-shaped vessels with a hooked flange or a flatter flange rim, and have a 
spout formed in the rim, and grit embedded in the inner surface. The study of mortaria is of great 
value to Romanized culture.
It is likely to affix a stamp on amphorae and mortaria in the Roman Empire. Mortarium stamps are 
a most important resource for the study of the development of the Industry. In the Roman Empire, it 
appeared as 'mortarium(mortaio)' in a cookery book, De Re Coquinaria, a cookery book in the period of 
Tiberius (A.D.14-37). It is referred to for the 36% recipes in the book.
The practice of stamping mortaria was less common in the first and second centuries. 
Many mortarium potters stamped to their wares with name-stamp, sometimes with a second 
stamp(counterstamp). The name-stamps are usually on the near the spout, and counterstamps are to 
be placed opposite the name-stamp. The stamp on mortaia includes Latin stamp and Greek stamp. 
The amount of stamped mortaria that I have registered in the data base is 1273 stamped mortaria. I 
record over 200 named potters.
Two main groups of first - century potters are concerned, the most important in each group being 
Q.Valerius Se‥‥, and Q. Valerius Veranius. The potters of Q.Valerius Se‥‥ group includes potters 
such as Buc[c]us, Fronto, Orgilus, Paullus and Summacus etc, and the potters of Q.Valerius Veranius 
group includes potters such as Q.Valerius Esunertus, LitugenusII, Gracilis etc. Each product of two 
groups is made from similar clays and using a particular form of rim. The name of a potter is the 
following meaning. The case of Q.Valerius Veranius, Q is the praenomen, Varelius is the nomen, and 
Veranius is the cognomen.
Albinus is of particular interest because he is the most common of potters in Britain, for whom 
more 400 stamped are now known. He is within the period about A.D.60-90. Similarly, Matugenus is 
of particular interest potter. One mortarium found in London, MATVGENVS, ALBINI.FI, indicating 
that Matugenus was the son of Albinus.
Each group is typified by the use of a particular form of rim. Stamped mortaria which Albinus 
produced, have a high, hooked and deep flange with slight beading. On the other hand, stamped 
mortaria which Q.Valerius Veranius produced, or Gillam238, have a mortarium with wide flattish 
rim.
By comparing stamped mortaria, it is possible to identify potters that moved from one workshop 
to another. The stamped mortaria of Regalis are found at the production sites of Colchester and 
Ellingham. He moved from Colchester to Ellingham. There are such many case.
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のであったかは、Marcus Gavius Apicius の料理書であ
る『De Re Coquinaria』を読めば分かる（Ogino 99）。




「･････ et in mortario teruntur cum piper et liquamine 

















が、[ ･･ ]VRIILI/[ ･･ ･ ･ ･ ･ ]RIVM とあり、これは [A]ureli/
































つあり、グループⅠの代表的スタンプが Q.Valerius Se ＿、
























まずグループⅠのうち最も出土数が多い Q.Valerius Se ＿










（A . D .5 年以前）に比定されている。２番目に多く出土
しているのが Summacus で、４タイプのスタンプがある。
つまり SVMACI、SVMMACF、SVMMACVS:ARO // 












































Albinus や Q.Rutilius Ripanus は自分のスタンプとし




Verulamium 地域にある産地の１つ Bricket Wood で、
LVGD.F と読めるスタンプが、55 年から 5 ないし 80 年
頃に位置づけられる Oastrius が使った窯で発見されてお




















縁部にある。いわゆる Gillam238 型式で、Hartley 氏の
9 年の論文による口縁部３類、Q.Valerius Veranius
が代表者とされている。この型式のモルタリアを生産した
陶工として、他にも Q.Valerius Suriacus の存在があげら








があるとして、ブリテンでは 252 点、大陸から 59 点の
スタンプがそれぞれに確認されている。なお Q.Valerius 




指摘である。Ben Redjeb 氏の報告による Noyon（Oise）
での生産地資料から、この地で生産された Gillam238 モ
ルタリアのブリテンへの分布を強調する。そして明らかに







表的な Q.Valerius Se（---）を始めとして 2 名をあげる。
ブリテンで 83 点、大陸で 2 点のモルタリアスタンプが
確認されていて、50 年から 85 年の年代が与えられてい





























が Verulamium 地域の 34 名であり、以下 Mancetter-








ず Verulamium 地 域 で 85 年 か ら 0 年、 そ し て
Mancetter-Hartshillで00年から25年といったように、



















うちの 23 から 290 までの 55 タイプを設定し、例えば
Gillam238 等として現在も使われている。
具体的には次のようである。著書に型式としてあげられ
た Gillam240 と呼ばれるモルタリアには、Brucius とい
う陶工のスタンプがあり、同じようなモルタリアを生産し










はブリテン 24 産地 9 スタンプ、イタリア１産地 4 ス



















して、Bricket Wood 窯、Brockley Hill 窯、Radlett 窯そ

















たスタンプの時代は 55 年から 55 年頃である。
Verulamium と共に重要なのが生産遺跡でもある























１．２．Q.VALERIVS VERANIVS（Cunliffe 1968、Hartley 1998）、３．４．ALBINVS（Davies 他 1994、Hartley 1978c）、
５．ЄΙΡΗΝΑΙ／ＹΤＹXΙ□（Hayes 1967）、６．７．MATVGENVS（Davies 他 1994）、
８．イタリアのモルタリウム（Hayes 1997）、９．シリアのモルタリウム（Hayes 1997）
ローマ帝政期のモルタリアスタンプ
















語名で、前者は Q.Valerius Veranius 陶工を示す。この
名前の陶工はⅡ類でも、VERANI スタンプ名で登場する。
また ALBINV との表記をもつ Albinus も同じである（４）。
Ⅲ類は１か所に名前のスタンプを施し、注口を挟んで対を
なすような所に場所等を示すスタンプを施すものである

















フランスを含め 0 点以上が見つかっていて、0 種類以
上のスタンプの型が確認されている。まずはどのようなス
タンプが出土しているのか提示してみよう。報告されてい
図３　Q.Valerius Veranius モルタリアスタンプ（縮尺１～ 18．１：２、19 ～ 21．１：８、各報告書より作成）
１～ 10．Richborough（Bush-Fox 1913、1926、1928、1932、1949、Cunliffe 1968）、



























は、上段に Q.VAL.CF、下段に VERANI ･ F ･とあるスタ
ンプが特異である（３・）。また本来はＱであるべき文
字がＯに、VALERIVS とあるべきところが VAIIIRIVS、




























アに施されている（4 と 9、5・ と 20、 と 2）。
このように、Q.Valerius Veranius の生産したモルタリア
は、Gillam238 タイプのモルタリアということになる。
さて Q.Valerius Veranius はいつ頃の陶工であろう
か。彼の活動期間は、ほぼ 5 年から 00 年頃とされ
ている（Hartley 9 他）。根拠となっているのは、
Richborough のピット 25 から出土したスタンプで、0
年代から 90 年代が考えられる。さらに Castleford では
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Albinus の ス タ ン プ で 注 目 さ れ る の が、 Ⅲ 類 の
F ･ LVGVDV で（５・８等）、これは f（actum） Lugudu（ni）
と思われ場所を示す。このⅢ類が Albinus と関係あるス
タンプであることは、ロンドン出土のスタンプを見れば
分かる（９）。つまり Albinus は LVGVDV でモルタリ
アを生産した。さて LVGVDV とは、先に Hartley 氏の
論文でみたように（Hartley 998a 他）、Lugdunum か
Lugudunum と思われ、その候補地として、オランダや
フランスのリヨン郊外、さらにはイギリス Verulamium
の Bricket Wood 等が考えられる。残念ながら、今のとこ
ろ、その場所を限定することはできないが、Verulamium







タリアとの関係を示せば、３と 5、９と 、４と 3、





このスタンプは、80 年から 25 年頃、Verulamium
地域の Brockley Hill 窯で活動していた陶工の名前であ
る。スタンプには３種類ある。Ⅰ類では MATVGEN ････











図４　Albinus モルタリアスタンプ（縮尺１～ 11．１：２、12 ～ 16．１：８、各報告書より作成）
１～７･ 12 ～ 15.Verulamium（Frere 1972、Hartley 1972a）、７･８．Richborough（Cunliffe 1968）、
９･ 16．London（Davies 他 1994）、10 ･ 11．Southwark（Hartley 1978c、1978e）
5
Matugenus のスタンプで注目されるのは、ロンドンで
出土した１つに MATVGENV、もう一方に ALBINI ･ FI









産地と窯が明瞭な陶工の１人が Doinus で、0 年から

























型からＢ型そしてＤ型と続き、Ａ型が 0 年から 00 年頃、








考えられ、時代は、80 年から 20 年頃のものである。明
らかになっているスタンプは、① P ･ PR ･ B[R]（B は不
明）（１）、② P ･ PR ･ [BR]（２）、③ P ･ PR ･ [BR]（３）、
④ P ･ P[ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ]（４）、⑤ P ･ P[ ･･ ･ ･ ･ ･ ]（３番目は R か）
（５）、⑥ P ･ P ･ B[ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ]（６）、⑦ P ･ PR[ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ]（７）、
それにスタンプの提示はないが、⑧ P ･ P ･ B ･の８点である。
これらを復元すると、①～④･⑤･⑦は P ･ PR ･ BR、⑥は
P ･ P ･ BRI ･ LON（⑧も類似）となる。このように復元さ
れるスタンプだが、例えば①～④･⑤･⑦のスタンプに関し
ても、同じのものとは考えられず、少なくとも２種類のグ
図５　Matugenus モルタリアスタンプ（縮尺１～３．１：２、4 ･ 5．１：８、各報告書より作成）
１･２･４．Southwark（Hartley 1978a、1978d）、３･５．London（Davies 他 1994）
ローマ帝政期のモルタリアスタンプ
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ループで、８種類のスタンプがあったということになる。
なお P ･ P ･ BRI ･ LON は文字の略称だが、次のような
文字が考えられる（Collingwood 他 993）。つまり、Ｐ
（rocuratores）、Ｐ（rovinciae）、Bri（tanniae）[Lon（dini）]






































図６　Doinus モルタリアスタンプ（縮尺１～４．１：２、５～ 16．１：８、Castle 1972、Hartley 1972 より作成 )
１．Doinus-A 型、２．Doinus-B 型、３．Doinus-C 型、４．Doinus-D 型、５･６．Doinus-A 型、
７･８．Doinus-B 型、９～ 16．Doinus-D 型

リシア語名である。





















（Hartley 98、998a）。LVGVDV は Lugdunum か
Lugudunum の地名としてロンドンと Verulamium の間
にある場所で、このスタンプは Albinus が使ったもので
あると。そして LVGD.F のスタンプを伴う Oastrius（55
年から 80 年頃の陶工）のモルタリアが、Verulamium
地域の Bricket Wood 窯で発見されたとのことを踏まえ
て、この Bricket Wood 窯のある場所が Lugdunum か









や FEC と結びつけた F.LVGVD、FEC LVGD、LVGD.
F、LVGD.FEC 等があり、LVGD.F のみ Oastrius と文字
を共有している。なおⅠ類で L.ARRCA/LVDV F とする、
L.Arrius Caludus と LVDV それに F を組み合わせたもの
もある。
対スタンプとして、FECIT や FEC 単独のものや単に
Ｆと表すものがある。いずれも FECIT が正式な表現かと
思われるが、Ｆ（actum）の可能性もある。FECIT につい
図７　London 出土モルタリアスタンプ（縮尺１～７．１：２、8 ～ 13．１：８、Hartley 1996 より作成）
ローマ帝政期のモルタリアスタンプ
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て は、 次 の よ う な 資 料 が あ る（Collingwood and
Wright994）。焼成前のモルタリウムに、T Λ･ MII ･ SV ･






と Fecit）、SVMMACVS ･ ARO/NTVIS ･ FIL ･ FECIT






なお Doinus と Gissus の対スタンプに EECIT がある。
これはおそらく FECIT とすべきところを間違って最初の
文字を F ではなく E としてしまったのだろう。同じ窯の
陶工と思われるところが興味深い。








比べて FECIT 関連の陶工は  人と数が多く、一部に
Verulamium 地域ではない陶工が含まれる。１人はフラ
ンス地方北部の陶工かと思われる Summacus であり、も




Ripanus）で、LVGVD と FECIT 両方の対スタンプを使っ
た唯一の陶工である。
いずれにしても LVGVD や FECIT に関係する陶工は、
Albinus や Ripanus（Q.Rutilius Ripanus）を中心に、
Verulamium 地域でモルタリアを生産し、今のところ具









② Oxford にある Churchill Hospital の窯跡より出土
したもので、１つのモルタリウムの２か所に次のような
図８　Syria 産モルタリアスタンプ（縮尺１～８．１：２、９．１：８、Hayes 1967、1997 より作成）
１･２．Al Mina、３･４．Ras el Basit、５．Jerusalem、６･７･９．Athens、８．Risingham











③ Wilderspool 出土モルタリウムの口縁部に TAVRI III
とあり、これは Taurus の生産を示す。00-25 年のも
のである。
④ Caerleon（Isca）出土のモルタリウムに、VALIRIVS 
















たものであろう。先に陶工 Q.Valerius Veranius に関して、
古代ローマでは、Q が第一名、Valerius が第二名の族名、
図９　LVGVD・FECIT 関連モルタリアスタンプ（縮尺１：２、各報告書より作成） 
１～８．Albinus（Hartley 1968、1972、1978d、1993、Davies 他 1994）、９・10．oastrius（Bush-Fox 1928、Hartley 1984a）、
11．Matugenus（Davies 他 1994）、12．Doinus（Castle 1972、Hartle 1972b）、13．Melus Ⅰ（Bush-Fox 1928）、
14．Decanio（Hartley 1992a）、15．Melus Ⅰ（Hartley 1972a）、16．Moricamulus（Hartley 1972a）、
17．Marinus（Cunliffe 1968、Hartley 1968）、18．Marinus（Castle 1972、Hartle 1972b）、19．不明（Cunliffe 1968、Hartley 1968）、
20．Gissus（Castle 1972、Hartle 1972b）、21．Marinus（Hartle 1984a）、22．Doinus（Cunliffe 1968、Hartley 1968）、
23．G.Atius Marinus（Cunliffe 1968、Hartley 1968）、24．Matugenus（Castle 1972、Hartle 1972b）、
25．Marinus（Bush-Fox 1932）、26．Summacus（Bush-Fox 1949）、27．Litugenus（Cunliffe 1968、Hartley 1968）
ローマ帝政期のモルタリアスタンプ















陶工名がある。まず G.Atisius 族で Gratus、Sabinus、
Secundus の３人が判明する。彼らはフランス地方




Se ････（Secundus ？）等が知られ、いずれも 5 年から
00 年頃、フランス北部で生産活動に従事していた。特
に多くのスタンプが判明する Veranius に関しては、産地















型が判明しているのは Q.Valerius Veranius の 2 型で以
下次のようである。Castus9 型、Q.Val.Se（Q.Valerius 
Se ･････）８型、G.Attius Marinus ６型、Albinus ６型、







































図 10　Regalis モルタリアスタンプ（縮尺１～３　１：２、５～ 11　１：８、Hartley 1997a より作成）
１・２・５～ 11．Ellingham、３・４．Colchester 
ローマ帝政期のモルタリアスタンプ














Ellingham 窯でも出土している。多くは Ellingham タイ
プのモルタリアであり、明らかに Ellingham 用のスタン
プを使ってモルタリアが生産されている。いずれにしても




た例として、Brockley Hill 窯の Doinus をあげてみよう。































































１～４．Q.Valerius Veranius（Hartley 1991、1995）、５～９．Albinus（Frere 1972、Hartley 1972a、Davies 他 1994）、
10 ～ 12．Doinus（Castle 1972、Hartley 1972b）、13 ･ 14．Mtugenus（Hartley 1978d、Davies 他 1994）、
15．C.C.M（Hartley 1992a）、16．Granius（Hartley 1995）、17．Q.VAL.SE（Q.Valerius Se ････、Davies 他 1994）、
18．Gratus（Davies 他 1994）、19．Saturnini（Hayes 1997）、20．Q.Lucilius Crescens（Frere 1984、Hartley 1984a）
ローマ帝政期のモルタリアスタンプ
4 福井工業高等専門学校　研究紀要　人文・社会科学　第 43 号　2009
Cassarius、Gracil is、T.IV.AF、C.Iulius Priscus、
LitugenusII、Lossa、Orbissa、Q.Valerius Esunertus













に述べた（図 ）。Albinus の子供とされる Matugenus
のモルタリアは、やはり父親のモルタリアと比べて、
Doinus モルタリアと同じように、口縁部の曲がり方が弱













Albinus 群では、フランス地方の Aoste 等で生産された、




Saturnini のモルタリウムは  世紀前半で、Gillam23 は
50 年から 80 年頃のものである。今のところ、このよう
にイタリア産モルタリアと Q.Valerius Veranius モルタリ
















99a）。調査された窯では、Regalis と Lunaucis 以外に
多く出土した Herringbone と Trademark の両スタンプ
は、前者が Regalis と何点か使われていたとはいえその数
から言っても独立した陶工の存在が指摘されている。同じ

























を中心に Herringbone 陶工、Ⅱ期の窯は Lunaucis と









Gratinus、Doccas の８名で、このうち最初の 5 名はこの
図 13　Ellingham　窯出土 Regalis ･ Lunaucis　モルタリアスタンプ
（縮尺１・５・10・17．１：１、３～４・６～９・11 ～ 16・18．１：８、Hartley 1997a より作成）
１～９．Lunaucis 、10 ～ 18．Regalis
ローマ帝政期のモルタリアスタンプ
















と Setibogius（２）とある。つまり Sarrius を中心に







の生産活動は 35 年から 0 年頃の間が考えられるが、
４号窯を中心とした活動期間は 55 年から 0 年頃との
指摘である。




































イプ 59（１～ 0）と 0（ ～ 3）で、後者のタイプ 0
は鍔付口縁部をもつタイプで、特に 2 は、Saturnini や
Q.Lucilius Crescens といったイタリア陶工のモルタリア
に、さらには Q.Valerius Veranius のモルタリアとも類似
図 14　Rossington Bridge 窯スタンプ ( 縮尺１：２、Hartley 2001
より作成 )














跡の状況等より、ほぼ Claudius 帝段階（4-54 年）で
この種のモルタリアは終焉を迎える。Haltern のモルタ
リアのうち、2 のモルタリウムは、ひいては Q.Valerius 
Veranius のモルタリアにつながり、 や 2 のモルタリ
アは、G.Atisius Gratus から Albinus のモルタリアにつ
図 15　スタンプによるモルタリアの変遷（縮尺１：８、各報告書より作成）
１．Saturnini（Hayes 1997）、２．Q.Lucilius Crescens（Frere 1984）、３．G.Atisius Gratus（Davies 他 1994）、
４．Albinus（Davies 他 1994）、５．Doinus（Castle 1972）、６．Matugenus（Davies 他 1994）、
７．C.C.M（Hartley 1992a）、８．Gratus（Hartley 1995）、９．Q.Valerius Veranius（Hartley 1991）
ローマ帝政期のモルタリアスタンプ









ングランド Norfolk の Suffolk 地方に住む古代ケルト族












の 0 年から  年を境にした年代が、モルタリアにおい
ても重要な年代であり、モルタリアの形式的変遷を考える
上において、その年代的根拠にもなっている。そしてスタ



























① Ripanus（Q.Rutil ius Ripanus、55-80 年 ） 
Verulamium-region（Bricket Wood → Brockley Hill）
② Secundua（55-90 年） Colchester → Verulamium-
region
③ Albinus（0-90 年） Verulamium-region（Radlett 
→ Brockley Hill）
④ Doccas（85-25 年） Verulamium-region（Radlett 
→ Brockley Hill）→ Mancetter--Hartshill
⑤ G.Attius Marinus（90-30 年） Colchester → 
Radlett → Mancetter-Hartshill
⑥ Septuminus（00-30 年 ） Little Chester → 
Mancetter-Hartshill
⑦ Nidus（20-40 年 ） Verulamium-region → 
Mancetter-Hartshill
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⑨ Sarrius（35-0）　Mancetter-Hartshill → 
Rossington Bridge → Bearsden
⑩ Nanieco（35-5） Mancetter-Hartshill → 
Wilderspool
⑪ Similis（35-0） Mancetter-Hartshill → Nene 
Valley





な Colchester の窯で発見されている。Colchester では 5
号窯等でモルタリアスタンプが出土し、独特な口縁部のモ
ルタリアを生産していた（Hull93）。それはモルタリア
分類 499 型式と 50 型式で、Ellingham 窯でも同じよう


























Verulamium は Claudius 帝侵攻に伴って成立する３大都
市の１つであり、5 名の陶工が確認できる。第４四半期





Verulamium 地域で 20 人の陶工が確認できる。そして
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